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遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
、
奈
良

。
平
安
時
代
、
中
世
―
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

二
口
五
反
田
遺
跡
は
、
富
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
。
庄
川
右
岸
の

一扇
状
地
上
に
立
地
し
て
お
り
、
標
高
は
約
七
ｍ
で
あ
る
。

遺
跡
の
北
方
七

・
五
血
の
庄

川
下
流
左
岸
に
は
、
御
亭
角
遺

跡
、
越
中
国
庁
推
定
地
、
越
中

国
分
寺
な
ど
か
ら
な
る
越
中
国

府
関
連
遺
跡
が
あ
る
。
ま
た
、

遺
跡
の
北
北
東
二

・
五
臨
に
は
、

Ｄ

出
挙
木
簡
や
版
木
、
「庄
」
な

一昌

ど
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
北

く

高
木

・
荒
畑
遺
跡
が
あ
る

（本

誌
第
一
七
号
）。

遺
跡
は
、
国
場
整
備
事
業
の
実
施
に
先
立
ち
、　
一
九
九
二
年
に
行
な
わ
れ
た

分
布
調
査
で
発
見
さ
れ
、
翌
年
試
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
試
掘
調
査
で
は
、

弥
生
時
代
後
期
―
古
墳
時
代
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
、
弥
生

時
代
中
期

・
後
期
、
古
墳
時
代
、
奈
良

。
平
安
時
代
、
中
世
か
ら
近
世
の
遺
物

が
出
上
し
た
。
奈
良

・
平
安
時
代
の
も
の
は
、
人
世
紀
中
葉
か
ら
九
世
紀
後
葉

ま
で
の
も
の
が
あ
る
。
木
簡
は
、　
一
九
九
三
年
の
圃
場
整
備
事
業
終
了
後
に
表

面
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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木
簡
の
釈
文
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材
は
杉
と
み
ら
れ
る
柾
目
板
で
あ
る
。
上
端
は
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、

下
端
は
両
側
面
を
削
り
尖
ら
せ
る
。
下
端
先
端
は
鋭
く
な
く
、
若
千
折
損
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。

片
面
に
わ
ず
か
に
墨
痕
が
見
え
る
が
、
文
字
は
肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど
判
読
で

き
な
い
。
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
を
通
し
て
み
る
と
、
四
文
字
が
確
認
で

き
る
。
上
の
二
文
字
は
下
の
二
文
字
に
比
べ
て
詰
ま
っ
て
い
て
、　
一
字
分
の
ス

ペ
ー
ス
に
収
ま
っ
て
い
る
。

上
の
三
文
字
は

「
二
口
村
」
と
読
め
る
。
二
口
村
は
、
天
正

一
一
年

（
一
五

仝
一一）
か
ら
明
治
時
代
ま
で
存
在
し
た
村
名
で
あ
り
、
現
在
も
大
門
町
の
大
字

名
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
木
簡
の
年
代
は
確
言
で
き
な
い
が
、
コ
一口
村
」
の
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地
名
が
古
代
に
ま
で
遡
る
可
能
性
を
考
え
さ
せ
る
資
料
と
い
え
よ
う
。

下

一
文
字
は
、
断
定
が
で
き
な
い
が
、
「庄
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

庄
に
つ
い
て
は
、
荘
園
全
体
を
表
す
ほ
か
に
経
営
拠
点
と
し
て
の
庄
所
建
物
そ

の
も
の
を
表
す
場
合
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
村
の
庄
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

後
者
の
用
例
を
示
す
資
料
と
い
え
よ
う
。

木
簡
は
、
左
右
の
切
り
込
み
と
下
端
を
尖
ら
せ
る
特
徴
か
ら
付
札
と
み
ら
れ

る
。
庄
所
へ
送
ら
れ
て
き
た
物
品
に
付
け
ら
れ
た
も
の
か
、
庄
所
の
所
有
物
で

あ
る
こ
と
を
表
す
た
め
に
付
け
ら
れ
た
も
の
か
、
そ
の
用
途
に
つ
い
て
は
、
現

状
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

三
日
村
の
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
用
水
の
分
水
回
が
あ
っ
た
た
め
と
い

わ
れ
、
ま
た
無
唖
が
転
化
し
た
も
の
と
も
い
う
。
『和
名
類
衆
抄
』
に
よ
れ
ば
、

平
安
時
代
に
は
射
水
郡
に
塞
口
郷
が
あ
り
、
現
在
の
高
岡
市
市
街
地
を
中
心
と

す
る
地
域
に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
遺
跡
の
周
辺
は
、

大
伴
家
持
が
越
中
国
司
で
あ
っ
た
七
四
六
年
か
ら
七
五

一
年
頃
に
詠
ん
だ
歌
の

中
に
あ
る

「
三
島
野
」
（四
〇
一
一
番
ほ
か
）
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

越
中
国
の
古
代
史
を
考
え
る
上
で
重
要
な
地
域
で
あ
る
。
今
回
見
つ
か
っ
た
木

簡
は
、
越
中
古
代
史
の
解
明
に
新
た
な
手
が
か
り
を
加
え
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
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